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1 .　保 健 管 理 セ ン タ ー 沿 革

昭和48年10月の筑波大学の開学にあわせて，保健管理センターが設置された。昭和49年 4 月に

専任の職員が発令となり，オリンピック記念青少年総合センターにおいて開かれた新入学生オリエ

ンテーション以降，臨床医学系教員ほか関係各位の協力を得て救護活動を開始した。

昭和49年 6 月 3 日に筑波地区での講義開始に合せ，体育合宿所の一部で本格的業務を開始し，

昭和50年 7 月に専用の建物が現在地に竣工し，移転した。

なお，昭和49年 9 月から，文部省（現文部科学省）共済組合筑波大学支部診療所が当センター

に併設され，以後その業務についてもセンター職員が兼務している。

昭和53年 3 月31日の東京教育大学の閉学，筑波大学への移管に伴い，東京教育大学で健康管理

業務を担ってきた健康相談所も閉鎖され，本学東京地区職員の健康管理業務は当センターが行うこ

とになった。

昭和54年10月から，一の矢学生宿舎に夜間医務室を設け，医師が宿泊し夜間の救急に備えた。

開学当初は学生相談の対応とともに内科，精神科，整形外科及び歯科を開設し，昭和50年に眼

科（現在は廃止），また昭和57年には婦人科（同）が開設され，さらに昭和63年には運動選手を主

たる対象とするスポーツ・クリニックも始められた。

平成元年に創立15周年を迎え，記念誌「健康への歩み」を発行した。

平成 3年 7 月に，本学が当番大学となり第29回全国大学保健管理研究集会関東甲信越地方部会

研究集会を大学会館国際会議室において開催した。

平成 3年末に，附属病院の救急部の新設や近隣病院の開設等の医療体制の整備に伴い，一の矢学

生宿舎の夜間医務室を廃止した。また，プロジェクトとしてのスポーツ・クリニックが終了し，平

成 4年度からはスポーツ外来部門を当センターの業務，トレーニング・クリニック部門を体育セン

ターの業務とするスポーツ・クリニックがスタートした。

平成 6年には，創立20周年を迎え，記念誌「学生相談室20周年誌」を発行した。

平成 9年12月に，センター事務室等の改修工事が行われ，事務部門及び看護部門を一体化し，サー

ビスセンターとしての機能の向上を図った。

平成10年 4 月から，健康診断実施業務の充実と省力化を図るため外部業者に業務委託を行うと

ともに，関連業務の効率化を図るための電算化を開始した。

平成11年には，健康診断業務の電算化をさらに推進し，受診者の健康管理や健康診断証明書発

行業務等での一層の効率化を図った。また，創立25周年を迎え，記念誌を発行した。

平成14年10月の図書館情報大学との統合に伴い同大学体育・保健センターの保健部門との組織

及び業務の統合が行われた。

平成16年 4 月の国立大学法人化に伴い，当センターも労働安全衛生法に基づく労働安全衛生業

務を担当することになり，センター職員も産業医や衛生管理者として専門的業務に対応することに

なった。
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平成19年 7 月に，本学が当番大学となり第45回全国大学保健管理研究集会関東甲信越地方部会

研究集会を大学会館講堂において開催した。

平成20年 1 月に，学生の健康診断証明書の証明書自動発行機からの発行が開始となり，学生の

利便性が図られた。

平成23年 3 月に，学生相談のWEBサイトのリニューアルを行い，モバイルサイトを構築した。

平成24年 2 月に，学生相談窓口を春日エリアにも開設した。

平成24年 3 月に，保健管理センターホームページのリニューアルを行った。

平成25年10月 1 日から，耐震改修工事のため，文部科学省共済組合筑波大学支部診療所を休診

とし，当センターのみ11月11日に，クラブハウスに仮移転して診療業務を開始した。なお，文部

科学省共済組合筑波大学支部診療所は，耐震改修後の併設が困難なことから，平成26年 1 月31日

に廃止した。

平成26年 6 月24日に，当センターの耐震改修工事が完了したため，仮移転先のクラブハウスか

ら移転した。

平成27年10月から，本学附属病院主催の「診療の安全に関する研修」（年 2回開催）を当センター

にてDVD研修として実施した。

平成28年 6 月に設置された保健管理センターのあり方検討会を経て，11月に保健管理センター

改革準備委員会が設置され，センター改革に関する具体的な検討を行った。

平成29年 4 月の保健管理センター改革準備委員会の改革提言（診療の有償化，健診・救護に関

わる業務の効率化，学生相談・メンタルヘルス対策充実に関わる体制・環境の見直し及び管理・運

営体制の見直し）が学内諸会議を経て第180回役員会（平成29年 6 月22日）で報告され，9月にタ

スクフォースを設置し，具体的な施策の検討を行った。また，入試教護の集約化等については，関

係組織と協議し一部実施した。

平成30年10月25日開催の第196回役員会において，タスクフォースで検討された保健管理セン

ターの改革について（中間報告）（診療料金等の有償化の実施，後発医薬品の積極採用，健康診断

における法定外の項目を中心とする検査項目の見直し，実績を踏まえた救護業務の見直し，学生相

談・メンタルヘルス対策に関し新たな相談組織の設置，学生相互のサポート機能の強化，アウトリー

チ体制の整備，学外医療機関との連携強化，管理運営体制では副所長及び部門の設置，等具体的な

施策）報告された。

平成31年 1 月から診療料金等の有償化を開始した。また，学生相談体制を強化するため，新た

な学生相談組織の設置に向けて保健管理センター細則の改正を行った。さらに，前述以外に保健管

理センターの改革提言の実現可能なものから順次実施した。
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2 .　国立大学法人筑波大学保健管理センター細則

 平 成 16 年 4 月 1 日

 保健管理センター部局細則第 1 号

改正　平成26年保健管理センター部局細則第 1号
平成30年保健管理センター部局細則第 1号
平成30年保健管理センター部局細則第 2号
平成31年保健管理センター部局細則第 1号

　　　保健管理センター細則

　（趣　旨）

第 1 条 この部局細則は，国立大学法人筑波大学の組織及び運営の基本に関する規則（平成16年

法人規則第1号。以下「基本規則」という。）第51条第 5 項の規定に基づき，保健管理センター 

（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

　（目　的）

第 2 条 センターは，国立大学法人筑波大学（以下「本学」という）における保健管理に関する

専門的な業務を行い，もって本学の学生及び職員の心身の健康の維持及び増進を図ることを目的

とする。

　（業　務）

第 3 条 センターは，次に掲げる業務を行う。

　⑴　学生及び職員等の健康管理等についての企画及び立案に関すること。

　⑵　学生及び職員等の定期及び臨時の健康診断の実施並びに保健指導に関すること。

　⑶　学生及び職員等の急病等に対し応急診療及び救急処置を行うこと。

　⑷　学生及び職員等の健康相談に応じること。

　⑸　学生のメンタルヘルスに関する相談，診療及び企画を行うこと。

　⑹　環境衛生及び伝染病の予防に関し教育指導を行うこと。 

　⑺　心身の健康障害の予防及び保健管理の充実向上のための専門的調査研究を行うこと。

　⑻　その他健康管理等に関する専門的業務を行うこと。

2　センターは，前項各号の業務のうち職員に係るものについては，基本規則第35条第 1 項及び

国立大学法人筑波大学職員の安全衛生管理規則（平成16年法人規則第29号）第10条に規定する

特別な組織として設置される環境安全管理室と連携して，これを行うものとする。

　（診療料金等）

第 4 条 前条第 1 項第 3 号及び第 5 号に規定する診療及び処置に関する業務において，診察費，



－  4  －

薬剤費，検査費，処置費，書類作成費等（以下「診療料金等」という。）を徴収する。

2　前項に規定する診療料金等の額及び徴収方法は，別表のとおりとする。

3　第 1 項に規定する診療料金等の領収証書，領収済報告書及び原符の様式は，それぞれ別記様式

第 1 号から第 3 号までのとおりとする。

　（副所長）

第 5 条 センターに，副所長を置く。

2　副所長は，センターの長（以下「所長」という。）が，センターの業務に従事する大学教員の

うちから指名する。

3　副所長は，所長の職務を補佐する。

4　副所長の任期は，2 年とする。ただし，任期の終期は，副所長となる日の属する年度の翌年度

の末日とする。

　（部　門）

第 6 条 センターに，次の表の左欄に掲げる部門を置き，同表右欄の業務を担当する。

名　　称 担当業務

フィジカルヘルス部門 身体の健康に関する業務

メンタルヘルス部門 メンタルヘルスに関する業務

2　前項に規定する部門にリーダーを置き，所長が指名する。

3　リーダーは，第 1 項に掲げる業務を統括する。

4　リーダーの任期は，2 年とする。ただし，任期の終期は，リーダーとなる日の属する年度の翌

年度の末日とする。

　（運営委員会）

第 7 条 センターに，基本規則第53条第 1 項に規定する運営委員会として，センター運営委員会 

（以下｢委員会｣という。）を置く。

2　委員会は，センターの管理運営に関する基本的な事項を審議する。

3　委員会は，次に掲げる委員で組織する。

　⑴　所長

　⑵　副所長

　⑶　センターの業務に従事する大学教員　2 人

　⑷　人間系長の推薦に基づき所長が委嘱する大学教員　2 人

　⑸　医学医療系長の推薦に基づき所長が委嘱する大学教員　3 人

　⑹　その他センターの維持運営に関係する大学教員　4 人

　⑺　学生部長
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第 8 条 前条第 3 項第 3 号から第 6 号までの委員の任期は，2 年とする。ただし，任期の終期は，

委員となる日の属する年度の翌年度の末日とする。

2　補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

3　前 2 項の委員は，再任されることができる。

第 9 条 委員会に委員長を置き，第 7 条第 3 項第 1 号の委員をもって充てる。

2　委員長は，委員会を主宰する。

3　委員長に事故があるときは，第 7 条第 3 項第 2 号の委員がその職務を代行する。

第10条　委員会は，過半数の委員が出席しなければ，議事を開き，議決することができない。

2　委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の決すると

ころによる。

　（センター会議）

第11条　センターに，センター業務の円滑な運営を図るため，センター会議を置く。

2　センター会議に関し必要な事項は，別に定める。

　　　附　則

1　この部局細則は，平成16年 4 月 1 日から施行する。

2  　この部局細則施行前に運営委員会の委員である者であって，この部局細則施行後も当該委員と

して任期が引き続くものについては，この部局細則により運営委員会の委員となるものとみなす。

ただし，その任期は，第 5 条第 1 項本文の規定にかかわらず，この部局細則施行の日から平成

17年 3 月31日までとする。

　　　附　則

　この部局細則は，平成26年12月16日から施行し，改正後の国立大学法人筑波大学保健管理セン

ター細則の規定は，平成25年 4 月 1 日から適用する。

　　　附　則

　この部局細則は，平成30年 4 月 1 日から施行する。

附　則

　この部局細則は，平成31年 1 月 1 日から施行する。

附　則

　この部局細則は，平成31年 4 月 1 日から施行する。
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別表（第 4 条関係）

1　診療料金等の額 単位：円

項                     目 内科 整形外科 歯科 精神科

⑴　診察費 500 500 500 1,000

⑵　薬剤費 300 300 300 1,000

⑶　検査費 (a)	 レントゲン 500 500 500 500

(b)	 心理検査 1,000

(c)	 心理検査（簡易） 500

(d)	 その他の検査 500 500 500 500

⑷　処置費 (a)	 医師処置 500 500 500 500

(b)	 歯科衛生士処置 500

⑸　書類作成費等 (a)	 紹介状 1,000 1,000 1,000 1,000

(b)	 	診断書（センターの診療
に基づくもの） 1,000 1,000 1,000 1,000

(c)	 特殊診断書 2,000 2,000 2,000 2,000

(d)	 レントゲンコピー 500 500 500 500

(e)	 検査結果コピー 500 500 500 500

(f)	 その他 1,000 1,000 1,000 1,000

2　診療料金等の徴収方法

　⑴　定期健康診断の呼出し診療

　　 　定期健康診断の呼出しによる診療及び再検査は，無料とする。ただし，当日に薬剤処方が必

要な場合は，薬剤費を徴収する。

　⑵　1 診療科を受診する場合

　　 　レントゲン及び心理検査以外の検査は，複数行われた場合であっても，検査費は500円とす

る。

　⑶　複数の診療科を受診する場合

　　　診察費，薬剤費，検査費及び処置費は，それぞれの診療科の診療料金等の額の合計額とする。

　⑷　その他

　　(ｱ)　学生及び職員の定期健康診断に基づく健康診断証明書の作成は無料とする。

　　(ｲ)　来所証明書及びSPEC指示書の作成は無料とする。

　　(ｳ)　看護師健康相談及び処置のない歯科衛生士健康相談は無料とする。

　　(ｴ)　松葉杖等装具貸出しは無料とする。

　　(ｵ)　学生の保護者，又は指導教員等に対する相談は無料とする。

　　(ｶ)　特殊診断書には，センターの診療に基づく定型の診断書以外のすべての診断書を含む。
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別記様式第 1 号（第 4 条関係）

（大きさ A４） 
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別記様式第 2 号（第 4 条関係）

（大きさ A４） 
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別記様式第 3 号（第 4 条関係）

（大きさ A４） 
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3 .　保健管理センター運営委員会

１）運営委員名簿

平成30年 4 月 1 日現在

氏　　　　名 職　名 所　　　　属 任　　　　期 備　　　　考

（センター所長）

◎坂　本　　　透 准教授 医 学 医 療 系 －

（センター副所長）

　太刀川　弘　和 准教授 医 学 医 療 系 －

（センターの業務に従事する大学教員）

　杉　江　　　征 教　授 人 間 系 30.  4.  1 ～ 32.  3.31

　久　賀　圭　祐 教　授 医 学 医 療 系 30.  4.  1 ～ 32.  3.31

（人間総合科学研究科の業務に従事する大学教員）

　吉　田　武　男 教　授 人 間 系 29.  4.  1 ～ 31.  3.31

　沢　宮　容　子 教　授 人 間 系 29.  4.  1 ～ 31.  3.31

　檜　澤　伸　之 教　授 医 学 医 療 系 29.  4.  1 ～ 31.  3.31

　家　田　真　樹 教　授 医 学 医 療 系 30.  4.  1 ～ 31.  3.31

　川　上　　　康 教　授 医 学 医 療 系 29.  4.  1 ～ 31.  3.31

（その他センターの維持運営に関係する大学教員）

　中　村　　　修 教　授 環 境 安 全 管 理 室 30.  4.  1 ～ 32.  3.31 環境安全管理室長

　加　賀　信　弘 教　授 人 文 社 会 系 30.  4.  1 ～ 32.  3.31 学生生活支援室長

　山　田　幸　雄 教　授 体 育 系 30.  4.  1 ～ 32.  3.31 体育センター長

　新　井　哲　明 教　授 医 学 医 療 系 30.  4.  1 ～ 32.  3.31 附属病院 
精神神経科グループ長

（本部部長であって学生生活に関する業務に従事する職員）

　生　井　　　栄 部　長 学 生 部 －

◎は委員長を表わす。
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２）運営委員会議事

　 　平成30年度の運営委員会は 3 回開催し，通常議題のほか，保健管理センター細則の一部改正

及び保健管理センター改革の中間報告について審議を行った。

　第 1 回　平成30年 9 月10日開催

　　議題等　・平成30年度保健管理センター年度計画について

　　　　　　・保健管理センター改革の中間報告について

　　　　　　・教員人事について

　第 2 回　平成30年12月 6 日～ 12日メール審議開催

　　議題等　・保健管理センター細則の一部改正について

　　　　　　（保健管理センターの診療料金等の有償化）

　第 3 回　平成31年 1 月24日～ 31日メール審議開催

　　議題等　・保健管理センター細則の一部改正について

　　　　　　（学生相談体制の強化を図るための業務分離）
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4 .　保健管理センターの組織図及び職員

１）組 織 図
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２）職　　員

所　　　　長　　内　　科：坂本　透 准教授

教　　　　員　　内　　科：久賀　圭祐 教授＊，長谷川　直之 講師＊

　　　　　　　　整形外科：船山　徹 講師

　　　　　　　　精 神 科：太刀川　弘和 准教授，白鳥　裕貴 講師，石井　映美 助教

　　　　　　　　心　　理：杉江　征 教授，田附　あえか 助教，田中　崇恵 助教，慶野遥香 助教

医 療 職 員　　岡本　祐子 看護師，寺門　恵美子 看護師，大川　明日香 看護師，

　　　　　　　　山﨑　泰代 看護師，上等　美貴 保健師（8/1 ～）

　　　　　　　　谷田有妙枝 薬剤師

　　　　　　　　福島　幸子 歯科衛生士

　　　　　　　　片岡　裕司 診療放射線技師

事 務 職 員　　鈴木文子 係長，古山陽一 専門職員（シニアスタッフ）

非常勤医師　　榎本　真美 （内科），齋藤　洋子 （内科），野口　佳子 （内科），望月　美恵 （内科），

　　　　　　　　埜口　博司 （整形外科），宮本　芳明 （整形外科），武田　さき子 （歯科），

　　　　　　　　竹田　弘美 （歯科），佐々木　恵美 （精神科） 

非常勤職員等　　渡邊　明子 薬剤師，澤井　朱美 臨床検査技師（～ 5/31），

　　　　　　　　押田　夏海 臨床検査技師（5/8 ～），稲葉　由美子 臨床検査技師（6/1 ～）

　　　　　　　　飯田　亜紀 臨床心理士，吉原　啓 臨床心理士，河合　由貴子 臨床心理士，

　　　　　　　　杉村　舞 臨床心理士，後藤　美和子 臨床心理士，遠田　諭 臨床心理士，

　　　　　　　　竹田　祐子 臨床心理士，山口 佳子 臨床心理士，宣　聖美 臨床心理士（テスター）

　　　　　　　　高野　雄二 シニアスタッフ，鈴木　京子 シニアスタッフ，

　　　　　　　　松木　博 シニアスタッフ，黒堀　沙織 事務補佐員

（注）＊は産業医 

　　  他に臨床医学域，心理学域，体育系からの多数の教員の御協力，御支援をいただいた。
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5 .　対 　 応 　 業 　 務 　 等

４月
入学式救護と新入生オリエンテーション対応
学群学生，大学院学生，研究生，日本語研修生等の定期健康診断と再検査
フレッシュマンセミナーでの講演

５月

放射線業務従事者講習会に伴う電離放射線健康診断
学生定期健康診断に伴う再検査・精密検査
障害のある学生定期健康診断
職員一般定期健康診断
学生・職員特殊健康診断 

職員便潜血検査・喀痰検査・前立腺特異抗原（PSA）検査 

医学群学生ワクチン（B型肝炎）接種
春季スポーツ・デー救護

６月

職員一般定期健康診断
学生・職員特殊健康診断
職員の便潜血検査・喀痰検査・前立腺特異抗原（PSA）検査
職員一般定期健康診断（東京地区）
学生・職員特殊健康診断（東京地区）
職員の便潜血検査・喀痰検査・前立腺特異抗原（PSA）検査（東京地区）
学生定期健康診断に伴う再検査・精密検査
体育専門学群学生水泳臨海実習参加者健康診断審査・精密検査
医学群学生ワクチン（B型肝炎）接種

７月

放射線業務従事者講習会に伴う電離放射線健康診断
学生定期健康診断に伴う再検査・精密検査
共通科目「体育」集中実習（水辺活動）受講学生に対する健康診断審査・精密検査
大学院推薦入学試験に伴う救護
学群編入学試験に伴う救護 

８月

体育専門学群学生水泳臨海実習参加者健康診断審査・精密検査
大学院入学試験に伴う救護
受験生のための筑波大学説明会に伴う救護
全国大学保健管理協会・関東甲信越地方部会研究集会参加

９月

10月

アドミッションセンター入学試験（第Ⅰ期），国際科学オリンピック特別入学試験，
国際バカロレア特別入学試験に伴う救護
大学院入学試験（10月期）に伴う救護
全国大学保健管理研究集会参加
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（注）　（東京地区）の記載のないものはすべて筑波地区で実施したもの。

標記の行事等対応業務のほか，次の日常的主要業務を行った。
　・内科，整形外科，スポーツクリニック，歯科，精神科の日常診療，健康相談，随時応急措置
　・学生，職員要経過観察者の管理　
　・学生相談，精神衛生相談，職業適性テスト，ロールシャッハテスト
　・健康診断証明書の発行
　・スポーツ健康診断
　・海外派遣労働者健康診断

11月

秋学期入学者・外国人留学生健康診断と再検査
学生・職員特殊健康診断・眼底検査
放射線業務従事者講習会に伴う電離放射線健康診断
職員特殊健康診断（東京地区）
職員の胃X線検査・眼底検査（東京地区）
医学群学生ワクチン（インフルエンザ）接種
学園祭に伴う救護　
秋季スポーツ・デー救護
学群推薦入学試験に伴う救護
学群推薦入学試験（体育専門学群）に伴う精密検査

12月
職員の胃X線検査
大学院（グローバル教育院）入学試験に伴う救護
医学群学生ワクチン接種（B型肝炎）

１月

大学入試センター試験に伴う救護
全国学生相談研究会議参加
大学院入学試験に伴う救護
医学群学生ワクチン接種（B型肝炎）

２月

学生定期健康診断（医学類，看護・医療科学類 , 教育実習，介護等体験）
大学院入学試験に伴う救護（東京地区）
大学院入学試験（2 月期）に伴う救護
個別学力検査等試験前期日程に伴う精密検査・救護

３月
放射線業務従事者講習会に伴う電離放射線健康診断
個別学力検査試験後期日程に伴う救護
卒業式・学位記授与式に伴う救護
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6 .　入学志願者健康診断書審査及び精密健康診断

※上段は書類審査数，下段は精密健康診断を実施

４
月別

学 群
第 ２ 次

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 ２ ３ 合計

学群推薦
A  C 入 試

科 目 等
履修生群生

大 学 院

科目等履修生
大学院研究生

研 究 生・
聴 講 生

理療科教員
養成施設

外 国 人
留 学 生

２学期入学
編 入 学

計

区分

0

0

0

0

29

29

29

29

19

0

7 1

00 0 0

38

48

29

7 30

290 0 0

3 0

0

8
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際
総
合
学
類

15
3

10
0

89
13
4

47
6

12
5

76
67

81
34
9

81
.7％

76
.0％

75
.3％

60
.4％

73
.3％

人
間
学
群
教

育
学

類
56

36
37

44
17
3

40
36

32
31

13
9

71
.4％

10
0.0
％

86
.5％

70
.5％

80
.3％

心
理

学
類

58
55

51
70

23
4

53
52

49
42

19
6

91
.4％

94
.5％

96
.1％

60
.0％

83
.8％

障
害

科
学

類
46

38
36

44
16
4

41
32

34
39

14
6

89
.1％

84
.2％

94
.4％

88
.6％

89
.0％

生
命
環
境

学
群

生
物

学
類

11
0

10
1

95
11
4

42
0

10
0

86
82

92
36
0

90
.9％

85
.1％

86
.3％

80
.7％

85
.7％

生
物
資
源
学
類

22
2

15
2

15
9

16
1

69
4

20
2

14
1

12
2

12
3

58
8

91
.0％

92
.8％

76
.7％

76
.4％

84
.7％

地
球

学
類

57
57

57
65

23
6

54
45

48
48

19
5

94
.7％

78
.9％

84
.2％

73
.8％

82
.6％

理
工
学
群

数
学

類
42

41
43

50
17
6

41
29

37
33

14
0

97
.6％

70
.7％

86
.0％

66
.0％

79
.5％

物
理

学
類

63
62

66
83

27
4

59
43

50
51

20
3

93
.7％

69
.4％

75
.8％

61
.4％

74
.1％

化
学

類
50

53
54

59
21
6

50
37

36
52

17
5
10
0.0
％

69
.8％

66
.7％

88
.1％

81
.0％

応
用
理
工
学
類

12
7

12
6

13
9

15
9

55
1

12
1

10
1

89
11
0

42
1

95
.3％

80
.2％

64
.0％

69
.2％

76
.4％

工
学
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
学
類

13
7

13
9

13
7

17
1

58
4

13
6

10
9

11
3

11
2

47
0

99
.3％

78
.4％

82
.5％

65
.5％

80
.5％

社
会

工
学

類
12
4

12
6

12
5

15
0

52
5

12
3

10
2

93
88

40
6

99
.2％

81
.0％

74
.4％

58
.7％

77
.3％

情
報
学
群
情

報
科

学
類

86
86

99
13
3

40
4

82
48

79
83

29
2

95
.3％

55
.8％

79
.8％

62
.4％

72
.3％

情
報
メ
デ
ィ
ア
創
生
学
類

55
55

64
74

24
8

52
46

51
55

20
4

94
.5％

83
.6％

79
.7％

74
.3％

82
.3％

知
識
情
報
・
図
書
館
学
類

11
1

10
7

11
2

14
4

47
4

10
5

98
10
1

11
7

42
1

94
.6％

91
.6％

90
.2％

81
.3％

88
.8％

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
院

12
12

11
11

91
.7％

91
.7％

医
学
群
医

学
類

14
0

14
3

14
2

18
6

83
12
4

81
8

13
4

13
1

12
8

17
9

77
11
6

76
5

95
.7％

91
.6％

90
.1％

96
.2％

92
.8％

93
.5％

93
.5％

看
護

学
類

76
72

81
85

31
4

76
71

79
80

30
6
10
0.0
％

98
.6％

97
.5％

94
.1％

97
.5％

医
療

科
学

類
41

37
42

49
16
9

39
36

37
43

15
5

95
.1％

97
.3％

88
.1％

87
.8％

91
.7％

体
育

専
門

学
群

29
1

24
8

25
5

27
9

1,
07
3

24
9

24
3

24
0

23
0

96
2

85
.6％

98
.0％

94
.1％

82
.4％

89
.7％

芸
術

専
門

学
群

13
4

10
9

11
0

13
9

49
2

11
9

88
92

10
4

40
3

88
.8％

80
.7％

83
.6％

74
.8％

81
.9％

合
　
　
　
　
　
　
　
計

2,
71
6
2,
29
5
2,
36
6
2,
83
5

83
12
4
10

,4
19

2,
46
4
1,
94
3
1,
92
8
2,
08
9

77
11
6
8,
61
7

90
.7％

84
.7％

81
.5％

73
.7％

92
.8％

93
.5％

82
.7％
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所 属 在籍者数 受診者数 受診率（％）

修
士
課
程

教 育 235 188 80.0％

小 計 235 188 80.0％

博

士

課

程

人 文 社 会 科 学 753 457 60.7％

ビ ジ ネ ス 科 学 572 3 0.5％

数 理 物 質 科 学 841 691 82.2％

システム情報工学 1,463 1,073 73.3％

生 命 環 境 科 学 1,215 883 72.7％

人 間 総 合 科 学 2,284 1,112 48.7％

図 書 館 情 報
メ デ ィ ア 225 105 46.7％

グローバル教育院 145 98 67.6％

小 計 7,498 4,422 59.0％

合　　　　　　計 7,733 4,610 59.6％

　　ｂ）大学院生

　　ｃ）研究生等

在籍者数 受診者数 受診率（％）

外 国 人 381 381 100.0％

日 本 人 818 307 37.5％

合　　　　　　計 1,199 688 57.4％

　※４月期，10 月期入学含む。
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項　　目

学 群 生 大 学 院 生 研 究 生 等 合　　　　計

対
象
者
数

受
検
者
数

結果 対
象
者
数

受
検
者
数

結果 対
象
者
数

受
検
者
数

結果 対
象
者
数

受
検
者
数

結果

要
治
療

経
過
観
察

要
治
療

経
過
観
察

要
治
療

経
過
観
察

要
治
療

経
過
観
察

胸 部 X 線 15 15 2 13 15 14 3 11 3 3 3 33 32 5 27

血  　 圧 17 13 4 31 27 2 7 4 4 2 52 44 2 13

尿
蛋  白 56 31 2 38 28 2 9 6 4 103 65 0 8

糖 15 11 1 13 10 2 1 1 1 1 29 22 2 3

内 科 所 見 22 19 1 7 11 11 9 1 1 1 34 31 1 17

心 電 図 37 28 19 37 28 0 19

貧 　  血 28 22 6 16 28 22 6 16

肥 　  満 3 0 3 3 0 0 3

計 193 139 9 65 108 90 7 30 18 15 0 11 319 244 16 106

（注）貧血検査対象者は，学群新入生女子及び，体育専門学群新入生男子である。
（注）心電図検査対象者は，学群の新入生（但し編入生は除く）及び，体育専門学群生全員である。
（注）結果：異常なしは，受検者数 - （要治療 + 経過観察）である。

　ⅱ）健康診断再検査者
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２）学生特殊健康診断

　ⅰ）電離放射線健康診断：学群生及び大学院生（研究生含む）

　ⅱ）有機溶剤健康診断：学群生及び大学院生（研究生含む）

３）特定化学物質健康診断

　ⅰ）学群生及び大学院生（研究生含む）

実　施　月 対  象  数 受  診  数 要再検数
結　　　　　　　果

異常なし 要 観 察 要 治 療

５月（９日） 114 105 0 92 13 0

５月 227 195 0 175 20 0

７月（４日） 31 27 0 25 2 0

11月（７日） 25 24 0 22 2 0

11月 308 262 0 241 21 0

平成31年 
３月（６日） 41 40 0 38 2 0

合　　計 746 653 0 593 60 0

（注） 実施月のうち５月，11 月以外は，新規に放射線作業に従事するために講習を受けた者のみの
健康診断である。

実　施　月 対 象 数 受 診 数 要再検数
異常なし 要 観 察 要 治 療

結　　　　　　　果

５月

11月

合　　計

44 44 0 41 3 0

17 17 0 14 3 0

61 61 0 55 6 0

実　施　月 対 象 数 受 診 数 要再検数
異常なし 要 観 察 要 治 療

結　　　　　　　果

５月

11月

合　　計

49 49 0 44 5 0

20 20 0 18 2 0

69 69 0 62 7 0
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8 .　職 員 一 般 定 期 健 康 診 断

１）定期健康診断

　ⅰ）受診者数及び受診率

（平成30年６月１日在職者，非常勤職員：週20時間以上の勤務者）

事業場
受診者数／職員数（受診率）

常勤 非常勤 全体

大学本部等事業場 2,316/2,566（90.3％） 607/648 （93.7％） 2,923/3,214（90.9％）

附属病院事業場 1,747/1,769（98.8％） 488/502 （97.2％） 2,235/2,271（98.4％）

東京キャンパス事業場 118/132 （89.4％） 17/20 （85.0％） 135/152 （88.8％）

附属小学校事業場 35/38 （92.1％） 9/10 （90.0％） 44/48 （91.7％）

附属中学校事業場 32/33 （97.0％） 32/33 （97.0％）

附属高等学校事業場 40/44 （90.9％） 2/2 （100.0％） 42/46 （91.3％）

附属駒場中学校・ 
附属駒場高等学校事業場

48/48 （100.0％） 3/3 （100.0％） 51/51 （100.0％）

附属坂戸高等学校事業場 38/46 （82.6％） 2/2 （100.0％） 40/48 （83.3％）

附属視覚特別支援学校事業場 106/108 （98.1％） 106/108 （98.1％）

附属聴覚特別支援学校事業場 102/103 （99.0％） 3/3 （100.0％） 105/106 （99.1％）

附属大塚特別支援学校事業場 38/40 （95.0％） 1/1 （100.0％） 39/41 （95.1％）

附属桐が丘特別支援学校事業場 67/70 （95.7％） 9/10 （90.0％） 76/80 （95.0％）

附属久里浜特別支援学校事業場 39/41 （95.1％） 3/3 （100.0％） 42/44 （95.5％）

計 4,726/5,038（93.8％） 1,144/1,204（95.0％） 5,870/6,242（94.0％）

（平成２８年度） 4,580/5,107（89.7％） 1,123/1,188（94.5％） 5,703/6,295（90.6％）

（平成31年１月18日までの集計結果）

健康診断実施日　　筑波地区： 平成30年５月29日～６月７日（８日間）　11月６日～11月８日 
（３日間）

　　　　　　　　　東京地区：平成30年６月20日～６月22日（３日間）　11月22日（１日間）
　　　　　　　　　　　　　　 附属坂戸高等学校事業場，附属久里浜養護学校事業場，その他の遠

隔地では別日程で実施。人間ドックや他の医療機関等の結果報告を
含む。
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　ⅱ）項目別有所見者数及び率とその内訳

項　　目 実施者
数

有所見者 要経過観察 要精密検査 要治療 治療継続
人数 率 人数 率 人数 率 人数 率 人数 率

聴力検査
（1000Hz）

3,097 
人

89 
人

2.9 
％

89 
人

2.9 
％

0 
人

0.1 
％

0 
人

0 
％

0 
人

0 
％

聴力検査
（4000Hz）

3,082 
人

164 
人

5.3 
％

164 
人

5.3 
％

0 
人

0.0 
％

0 
人

0 
％

0 
人

0 
％

聴力検査
（会話法）

2,719 
人

4 
人

0.1 
％

4 
人

0.1 
％

0 
人

0 
％

0 
人

0 
％

0 
人

0 
％

胸部エックス線
検査

5,708 
人

509 
人

8.9 
％

273 
人

4.8 
％

142 
人

2.5 
％

0 
人

0 
％

94 
人

1.6 
％

喀痰検査 0 
人

血圧検査 5,841 
人

1,397 
人

23.9 
％

1,055 
人

18.1 
％

82 
人

1.4 
％

16 
人

0.3 
％

244 
人

4.2 
％

貧血検査 5,847 
人

1,244 
人

21.3 
％

1,027 
人

17.6 
％

129 
人

2.2 
％

57 
人

1.0 
％

31 
人

0.5 
％

肝機能検査 4,202 
人

1,057 
人

25.2 
％

712 
人

16.9 
％

340 
人

8.1 
％

3 
人

0.1 
％

2 
人

0.0 
％

血中脂質検査 4,196 
人

2,198 
人

52.4 
％

1,604 
人

38.2 
％

504 
人

12.0 
％

1 
人

0.0 
％

89 
人

2.1 
％

血糖検査 4,195 
人

701 
人

16.7 
％

607 
人

14.5 
％

82 
人

2.0 
％

9 
人

0 
％

3 
人

0.1 
％

尿検査（糖） 5,821 
人

93 
人

1.6 
％

4 
人

0.1 
％

42 
人

0.7 
％

0 
人

0 
％

47 
人

0.8 
％

尿検査（蛋白） 5,821 
人

80 
人

1.4 
％

66 
人

1.1 
％

9 
人

0.2 
％

0 
人

0 
％

5 
人

0.1
％

心電図検査 4,221 
人

509 
人

12.1 
％

300 
人

7.1 
％

158 
人

3.7 
％

0 
人

0 
％

51 
人

1.2
％

健康診断実施者中における上記項目全体の総合判定結果の人数と率

要経過観察 要精密検査 要治療 治療継続

人数 率 人数 率 人数 率 人数 率

2,263人 38.6％ 1,149人 19.6％ 81人 1.4％ 492人 8.4％

健康診断実施者中における上記項目全体の有所見者数及び率と要指示者数及び率

１つ以上所見のある者の数 有所見率 医療機関受診が必要な者の数 要指示率

3,985人 67.9％ 1,283人 21.9％
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　ⅲ）労働安全衛生規則第13条第１項第２号の業務（特定業務）の従事者

業務 高熱 低温 放射線 粉じん 異常気圧 振動 重量物

人数 2人 4人 211人 1人 1人 0人 44人

業務 騒音 坑内 深夜 酸・アルカリ 有害物ガス 病原体汚染 その他

人数 2人 0人 515人 18人 5人 122人 0人

　ⅳ）胃造影検査

地　　区 対象数 受診数 受診率 要再検数

筑波地区 2,575人 28人 1.1％ 0

東京地区 494人 14人 2.8％ 0

合　　計 3,069人 42人 1.4％ 0
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２）特殊健康診断

　ⅰ）電離放射線健康診断：職員（常勤職員及び非常勤職員，研究員，その他）

　ⅱ）有機溶剤健康診断：職員（常勤職員及び非常勤職員，研究員，その他）

　ⅲ）特定化学物質健康診断：職員（常勤職員及び非常勤職員，研究員，その他）

実　施　月 対  象  数 受  診  数 要再検数
結　　　　　　　果

異常なし 要 観 察 要 治 療

５月（９日） 17 16 0 15 1 0

５月 505 456 0 350 106 0

７月（４日） 3 3 3 0 0

11月（７日） 4 4 4 0 0

11月 526 436 0 358 78 0

平成31年 
３月（６日） 4 4 4 0 0

合　　計 1,059 919 0 734 185 0

（注） 実施月のうち５月，11 月以外は，新規に放射線作業に従事するために講習を受けた者のみの
健康診断である。

実　施　月 対 象 数 受 診 数 要再検数
異常なし 要 観 察 要 治 療

結　　　　　　　果

５月

11月

合　　計

33 33 0 26 7 0

28 28 1 28 6 0

61 61 1 54 13 0

実　施　月 対 象 数 受 診 数 要再検数
異常なし 要 観 察 要 治 療

結　　　　　　　果

５月

11月

合　　計

26 26 0 19 7 0

20 20 0 11 9 0

46 46 0 30 16 0
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３）特定健康診査（メタボリックシンドローム健康診断）　40 歳以上職員

対象
対象者
数

受診者数
（受診率）

危険度０
（該当率）

危険度１
（該当率）

危険度２
（該当率）

危険度３
（該当率）

危険度４
（該当率）

判定不能
（該当率）

男

常勤 1,991人
1,624人 894人 151人 285人 223人 70人 1人
（81.6％） （55.0％） （9.3％） （17.5％） （13.7％） （4.3％） （0.1％）

非常
勤

152人
135人 63人 8人 24人 31人 9人 0人

（88.8％） （46.7％） （5.9％） （17.8％） （23.0％） （6.7％） （0.0％）

小計 2,143人
1,759人 957人 159人 309人 254人 79人 1人
（82.1％） （54.4％） （9.0％） （17.6％） （14.4％） （4.5％） （0.1％）

女

常勤 1,078人
937人 822人 36人 52人 15人 9人 3人

（86.9％） （87.7％） （3.8％） （5.5％） （1.6％） （1.0％） （0.3％）

非常
勤

530人
481人 426人 11人 24人 16人 4人 0人

（90.8％） （88.6％） （2.3％） （5.0％） （3.3％） （0.8％） （0.0％）

小計 1,608人
1,418人 1,248人 47人 76人 31人 13人 3人
（88.2％） （88.0％） （3.3％） （5.4％） （2.2％） （0.9％） （0.2％）

計 3,751人
3,177人 2,205人 206人 385人 285人 92人 4人
（84.7％） （69.4％） （6.5％） （12.1％） （9.0％） （2.9％） （0.1％）

治療薬服用者
（既治療率）

185人 85人 97人 30人
（8.4％） （22.1％） （34.0％） （32.6％）

●診断基準

　　　　　　　　　　　　　　　　＋

●判定基準
危険度０（メタボリックシンドローム基準非該当）：全項目該当なし　
危険度１（メタボリックシンドローム基準非該当）：腹囲のみ該当
危険度２（メタボリックシンドローム予備群該当）：腹囲＋１項目に該当
危険度３（メタボリックシンドローム基準該当）：腹囲＋２項目に該当
危険度４（メタボリックシンドローム基準該当）：全項目に該当
判定不能：未実施項目があり判定できない

１．腹囲　　男性85㎝以上　　女性90㎝以上

２．血糖：空腹時血糖が110mg/dl以上　または　ヘモグロビンA1c値が5.5％以上
　　または　糖尿病で薬剤治療中
３．血圧：収縮期血圧が130mmHg以上　または　拡張期血圧が85mmHg以上
　　または　高血圧で薬剤治療中
４．脂質：中性脂肪値が150mg/dl以上　または　HDLコレステロール値が40mg/dl未満
　　または　脂質異常症で薬剤治療中
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４）その他

　ⅰ）便潜血反応検査

地　　区 対象数 受診数 受診率 要再検数

筑波地区 2,575 141 5.5％ 7

東京地区 494 57 11.5％ 2

合　　計 3,069 198 6.5％ 9

（注） 対象は40才以上の常勤職員の希望者。 
免疫学的便潜血反応検査（ラテックス凝縮法）を用いた。

　ⅱ）喀痰細胞診検査

地　　区 対象数 受診数 受診率 要再検数

筑波地区 2,575 70 2.7％ 0

東京地区 494 46 9.3％ 0

合　　計 3,069 116 3.8％ 0

（注）対象は40才以上の常勤職員の希望者。３日間連続蓄痰法により検査した。

　ⅲ）眼底検査

地　　区 対象数 受診数 受診率 要再検数

筑波地区 157 80 51.0％ 15

東京地区 27 15 55.6％ 2

合　　計 184 95 51.6％ 17

（注）対象はHBA1c 6.5以上，最高血圧160以上，最低血圧100以上のいずれかに該当する者。

　ⅳ）ＰＳＡ検査

地　　区 対象数 受診数 受診率 要再検数

筑波地区 924 468 50.6％ 45

東京地区 161 84 52.2％ 12

合　　計 1,085 552 50.9％ 57

（注）対象は，S39.4.1以前生まれの常勤男性職員。
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区　　　　分

合　　　　計

　
9 .　保 健 管 理 セ ン タ ー 利 用 状 況

１）健康相談月別利用状況

　ⅰ）学生内科受診数

人文・文化学群生

社会・国際学群生

人 間 学 群 生

生 命 環 境 学 群 生

理 工 学 群 生

情 報 学 群 生

医 学 群 生

体 育 専 門 学 群 生

芸 術 専 門 学 群 生

グローバル教育院 
（ 学 士 過 程 ）

学 群 生 小 計

大 学 院 生

研 究 生 等

大学院・研究生等
小　　　計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

7 21 17 22 7 9 23 18 11 10 2 3 150 

4 17 15 13 2 6 18 12 8 7 5 2 109 

1 12 12 8 2 5 7 6 7 1 61 

7 25 20 19 2 8 14 18 14 13 10 9 159 

11 35 20 37 10 12 35 29 15 12 6 4 226 

3 18 13 13 1 1 5 7 7 5 5 4 82 

7 20 14 11 6 9 14 13 14 2 6 1 117 

2 23 12 11 8 8 11 9 13 5 1 3 106 

2 10 5 7 3 3 9 14

1

8 2 1 2 66 

1 

44 181 128 141 39 58 134 128 96 63 36 29 1,077 

38 116 77 82 51 46 103 75 74 67 37 31 797 

5 22 10 16 6 8 17 16 16 11 5 6 138 

43 138 87 98 57 54 120 91 90 78 42 37 935 

87 319 215 239 96 112 254 219 186 141 78 66 2,012 
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　ⅱ）学生整形外科受診数

区　　　　分

合　　　　計

人文・文化学群生

社会・国際学群生

人 間 学 群 生

生 命 環 境 学 群 生

理 工 学 群 生

情 報 学 群 生

医 学 群 生

体 育 専 門 学 群 生

芸 術 専 門 学 群 生

グローバル教育院 
（ 学 士 過 程 ）

学 群 生 小 計

大 学 院 生

研 究 生 等

大学院・研究生等
小　　　計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

3 2 5 7 2 2 5 4 1 1 2 34 

1 2 2 8 4 5 6 1 6 1 4 40 

2 4 4 3 3 2 2 4 1 1 2 28 

3 15 7 9 5 6 12 10 5 3 3 78 

3 21 11 13 2 6 10 10 18 4 6 5 109 

1 3 2 2 2 3 4 6 4 4 1 3 35 

6 10 13 16 7 12 8 10 6 2 3 4 97 

9 21 20 27 18 32 22 30 20 12 14 12 237 

2 3 3 1 2 11 

0 

28 80 67 85 38 72 66 74 68 28 31 32 669 

8 12 20 21 16 14 11 18 21 12 13 12 178 

1 4 1 2 2 6 7 4 3 0 30 

9 16 21 23 18 14 17 25 25 15 13 12 208 

37 96 88 108 56 86 83 99 93 43 44 44 877 
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　ⅲ）学生外科処置受診数

区　　　　分

合　　　　計

人文・文化学群生

社会・国際学群生

人 間 学 群 生

生 命 環 境 学 群 生

理 工 学 群 生

情 報 学 群 生

医 学 群 生

体 育 専 門 学 群 生

芸 術 専 門 学 群 生

グローバル教育院 
（ 学 士 過 程 ）

学 群 生 小 計

大 学 院 生

研 究 生 等

大学院・研究生等
小　　　計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

3 1 3 1 1 2 3 1 1 16 

4 2 1 2 9 

1 1 1 1 3 2 9 

2 2 5 3 1 1 2 2 2 20 

1 4 5 2 1 3 2 18 

1 2 1 1 1 6 

4 4 1 2 2 2 1 2 18 

1 4 1 1 1 1 9 

2 3 3 1 2 2 1 14 

0 

15 25 18 10 5 6 7 11 13 3 4 2 119 

4 6 1 5 4 4 7 5 1 2 2 3 44 

2 5 3 1 2 1 6 3 2 1 1 27 

6 11 4 6 6 5 13 8 3 2 3 4 71 

21 36 22 16 11 11 20 19 16 5 7 6 190 
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　ⅳ）学生歯科受診数

区　　　　分

合　　　　計

人文・文化学群生

社会・国際学群生

人 間 学 群 生

生 命 環 境 学 群 生

理 工 学 群 生

情 報 学 群 生

医 学 群 生

体 育 専 門 学 群 生

芸 術 専 門 学 群 生

グローバル教育院 
（ 学 士 過 程 ）

学 群 生 小 計

大 学 院 生

研 究 生 等

大学院・研究生等
小　　　計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

3 6 5 7 3 4 4 5 7 4 1 49 

2 7 3 12 4 1 3 6 11 3 3 1 56 

2 6 3 3 2 4 3 4 3 1 31 

1 7 6 18 4 1 6 4 6 5 3 61 

3 4 8 13 2 3 11 4 7 1 4 1 61 

2 3 5 3 4 1 1 2 4 2 1 4 32 

4 2 6 2 3 7 3 4 9 2 2 1 45 

2 1 1 6 3 7 3 2 1 2 28 

2 3 8 3 6 3 25 

0 

12 30 45 65 31 24 41 34 52 22 18 14 388 

23 44 42 50 56 39 50 49 65 39 28 32 517 

1 1 6 2 3 6 4 20 30 7 2 82 

24 45 48 52 59 45 54 69 95 46 28 34 599 

36 75 93 117 90 69 95 103 147 68 46 48 987 
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科別合計

本学職員

　ⅴ）職員・その他

月

区分／
科別内訳

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

8 14 19 32 22 8 15 22 16 10 8 174

8

1

15

1

20 32 22 8 15 0 22 16 10 8

2

176

2 9 13 21 16 5 9 20 10 7 7 119

3 2 2 8 4 2 3 1 3 2 30

2 1 1 1 1 1 7

8 15 20 32 22 8 15 0 22 16 10 8 176

外科処置

整形外科

歯　　科

その他の
外 来 者

区分合計

内　　科

1 4 4 2 1 1 2 3 1 1 20

（注）その他の外来者とは，本学校内における公開講座，合宿の参加者，見学者などである。
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693合　　　　　　　　計

区　　　分

２）学生相談利用状況

　ⅰ）学生相談内訳

　保健管理センターと春日相談室合計

115 10 11 12 9 398 25 16 596 84

6 22 1 8 48 1 10 4 100 26

15 8 1 1 24 199 1 3 23 14 289 57

73 14 2 1 1 138 4 14 26 273 71

92 24 2 9 223 9 29 17 405 82

43 6 11 331 1 11 7 410 50

19 2 3 19 10 7 60 27

1 4 12 12 3 32 11

27 7 8 2 266 6 4 5 325 45

391 91 28 30 54 1634 22 138 99 2487 453

102 1 43 5 151 16

18 3 2 3 160 50 9 245 26

56

30

30

16

6

3

1

3

3

3

10

3

180

174

96

27

26

59

35

22

349

277

157

60

45 8 3 9 247 1 20 333

40

16 11 1 3 99 1 131

27

2 2

50

297

1

689

47

138

7

35

12

42

26

80

10

1011

1

1

2647

104

126 3

151

3

292 99

10

1655

1

5

4151

11

2

3

235

1

4

124 19 7 12 16 333 14 1 68 99 693

実

数

修

学

実　　　　　　　　数

人 文・ 文 化 学 群

社 会・ 国 際 学 群

人 間 学 群

生 命 環 境 学 群

理 工 学 群

情 報 学 群

医 学 群

体 育 専 門 学 群

芸 術 専 門 学 群

小　　　　　　計

教 育 研 究 科

人 文 社 会 科 学 研 究 科

人 間 総 合 科 学 研 究 科

生 命 環 境 科 学 研 究 科

数 理 物 質 科 学 研 究 科

システム情報工学研究科

図書館情報メディア研究科

ビ ジ ネ ス 科 学 研 究 科

グ ロ ー バ ル 教 育 院

小　　　　　　計

研 　 究 　 生

そ 　 の 　 他

学　
　
　

群　
　
　

学　
　
　

生

進

路

友

人

関

係

異

性

結

婚

家

庭

情

緒

性

格

人

生

問

題

経

済

住

居

そ
の
他
の
問
題

Ｕ
Ｐ
Ｉ
呼
出
面
接

＊
（
１
）

合

計

大　
　

学　
　

院　
　

生

（*1）UPI（University Personality Inventory）とは，大学生の心の健康調査をいう。

UPI面接結果 人
相談継続 32
本人希望せず等 27
問題なし 45
合計 104

UPI呼出面接結果
実施総数　　　2179 名
呼び出し者数　  441 名
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区　　　分

区　　　分

114

1

10 11 12 9 357

41

25 16 554

42

81

3

6 22 1 8 46

2

1 10 4 98

2

26
15 8 1 1 24 199 1 3 23 14 289 57
72

1

14 2 1 1 138 4 14 26 272

1

71
91

1

24 2 9 211

12

9 29 17 392

13

81

1

25

18

6 4

7

164

167

1 11 7 218

192

34

16

16

3

2 3 18

1

10 7 56

4

25

2

1 4 12 12 3 32 11
27 7 8 2 265

1

6 4 5 324

1

45
367

24

91 28 23

7

54 1410

224

22 3 138 99 2235

255

431

22

102 1 43 5 151 16
18 3 2 3 158

2

50 9 243

2

26
53

3

30
29

1

16
6
3

1

1

2

3
1

2

10
3

180
170

4

92

4

27
26

59
35
22

346

3

273

4

148

9

59

1

40

5

8 3 9 243

4

1 20 324

9

40

2

14 11

1 2

1

16

83 1

21

110

27

2 2

50

274

23

1
642

47

36

11

127

11

5

2

33

2

10

2

33

9

25

1

79

1

10
914
1

97

1
2326

321

104

126 3

150

1

3
291

1

99

10
1518
1

137

5
3759

392

3

8

2
3
226
1

9

4
662

31

118

6

19 7 12 16 308

25

14 1 68 99 662

31

実

数

実

数

修

学

修

学

実　　　　　　　　数

実　　　　　　　　数

人 文 ・ 文 化 学 群

人 文 ・ 文 化 学 群

社 会 ・ 国 際 学 群

社 会 ・ 国 際 学 群

人 間 学 群

人 間 学 群

生 命 環 境 学 群

生 命 環 境 学 群

理 工 学 群

理 工 学 群

情 報 学 群

情 報 学 群

医 学 群

医 学 群

体 育 専 門 学 群

体 育 専 門 学 群

芸 術 専 門 学 群

芸 術 専 門 学 群

小　　　　　　計

小　　　　　　計

教 育 研 究 科

教 育 研 究 科

人 文 社 会 科 学 研 究 科

人 文 社 会 科 学 研 究 科

人 間 総 合 科 学 研 究 科

人 間 総 合 科 学 研 究 科

生 命 環 境 科 学 研 究 科

生 命 環 境 科 学 研 究 科

数 理 物 質 科 学 研 究 科

数 理 物 質 科 学 研 究 科

シ ス テ ム 情 報 工 学 研 究 科

シ ス テ ム 情 報 工 学 研 究 科

図書館情報メディア研究科

図書館情報メディア研究科

ビ ジ ネ ス 科 学 研 究 科

ビ ジ ネ ス 科 学 研 究 科

グ ロ ー バ ル 教 育 院

グ ロ ー バ ル 教 育 院

小　　　　　　計
研 　 究 　 生

小　　　　　　計
研 　 究 　 生

そ 　 の 　 他

そ 　 の 　 他

合　　　　　　　　計

合　　　　　　　　計

学　
　

群　
　

学　
　

生

学　
　

群　
　

学　
　

生

進

路

進

路

友
人
関
係

友
人
関
係

異

性

異

性

結

婚

結

婚

家

庭

家

庭

情
緒
性
格

情
緒
性
格

人
生
問
題

人
生
問
題

経

済

経

済

住

居

住

居

そ
の
他
の
問
題

そ
の
他
の
問
題

Ｕ
Ｐ
Ｉ
呼
出

面
接
＊
（
１
）

Ｕ
Ｐ
Ｉ
呼
出

面
接
＊
（
１
）

合

計

合

計

大　

学　

院　

生

大　

学　

院　

生

（*1）UPI（University Personality Inventory）とは，大学生の心の健康調査をいう。

（*1）UPI（University Personality Inventory）とは，大学生の心の健康調査をいう。

　（保健管理センター）

　（春日での学生相談）
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ⅱ
）
学
生
相
談
室
利
用
者
の
年
次
推
移

1
6
1
7

1
6
3
7

1
5
7
8

1
7
9
2

2
0
7
4

2
4
2
1

2
3
4
4

2
1
9
2

2
4
4
1

2
2
8
8

2
3
7
2

2
4
9
0

9
8
9

1
0
4
3

1
0
2
8

1
4
6
5

1
0
5
2

1
1
9
0

1
1
0
1

1
0
3
9

1
3
3
5

1
3
9
3

1
2
8
3

1
6
5
5

2
0
3

2
1
8

1
5
4

1
4
3

1
6
9

9
9

1
1
9

4
4

7
4

2
2

5
6

6

0

5
00

1
00
0

1
50
0

2
00
0

2
50
0

3
00
0

0
7

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

回 数

所
属
別
延
べ
面
接
等
回
数
（
学
生
相
談
室
）

学
群
学
生

大
学
院
学
生

そ
の
他

4
0
3

4
0
8

4
0
1

3
8
2

4
1
5

4
4
3

4
2
8

4
1
8

4
6
9

4
8
6

4
7
8

4
5
3

1
5
7

1
5
8

2
0
5

1
9
4

1
9
2

1
9
0

1
6
5

1
6
9

1
9
1

2
1
1

1
9
5

2
3
5

5
8

6
0

5
8

4
5

2
6

3
1

3
1

1
4

2
7

6
9

5
0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

0
7

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

人 数

所
属
別
利
用
者
実
数
（
学
生
相
談
室
）

学
群
学
生

大
学
院
学
生

そ
の
他

2
8
0
9

2
8
9
8

2
7
6
0

3
4
0
0

3
2
9
5

3
7
1
0

3
5
6
4

3
2
7
5

3
8
5
0

3
7
0
3

3
7
1
1

4
1
5
1

0

5
00

1
00
0

1
50
0

2
00
0

2
50
0

3
00
0

3
50
0

4
00
0

4
50
0

0
7

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

回 数

延
べ
面
接
等
回
数
（
学
生
相
談
室
）

6
1
8

6
2
6

6
6
4

6
2
1

6
3
3

6
6
4

6
2
4

6
0
1

6
8
7

7
0
3

6
8
2

6
9
3

0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

7
00

8
00

0
7

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

人 数

利
用
者
実
数
（
学
生
相
談
室
）
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　ⅲ－１）総合相談窓口内訳（スチューデントプラザ相談窓口と春日相談窓口の合計）

学生本人 保護者・家族 友人・知人 教職員 その他 総計
相　談

進路 36 2 38
修学 122 48 13 183
情緒・性格 51 7 4 62
対人関係 64 5 1 5 75
症状・疾患 54 9 2 8 73
学生生活 21 1 3 25
事件・事故対応 4 2 6
自殺関係 9 2 3 5 19
ハラスメント 11 4 15
各種問い合わせ 1 1
その他 9 1 10

381 76 6 44 507
問い合わせ

進路 3 1 4
修学 23 3 2 28
情緒・性格
対人関係 3 3
症状・疾患 3 1 4
学生生活 28 4 2 1 35
事件・事故対応 4 4
自殺関係
ハラスメント 2 2
各種問い合わせ 116 31 2 5 154
その他 4 4

184 40 6 8 238
苦情要望

進路
修学 1 1
情緒・性格 1 1
対人関係 1 1
症状・疾患
学生生活 1 1
事件・事故対応
自殺関係
ハラスメント
各種問い合わせ
その他

2 2 4
その他

進路
修学
情緒・性格 1 1
対人関係 1 1
症状・疾患
学生生活
事件・事故対応 3 3
自殺関係
ハラスメント
各種問い合わせ
その他 4 7 1 12

4 7 1 11
総　計 571 116 6 59 9 761



－ 36 －

　ⅲ－２）総合相談窓口内訳（スチューデントプラザ相談窓口利用状況）

学生本人 保護者・家族 友人・知人 教職員 その他 総計
相　談

進路 33 2 35
修学 109 39 9 157
情緒・性格 46 7 4 57
対人関係 58 5 1 3 67
症状・疾患 45 7 2 1 55
学生生活 21 1 1 23
事件・事故対応 4 2 6
自殺関係 9 2 2 5 18
ハラスメント 9 4 13
各種問い合わせ 1 1
その他 9 1 10

343 65 5 29 442
問い合わせ

進路 2 2
修学 18 3 2 23
情緒・性格
対人関係 2 2
症状・疾患 3 1 4
学生生活 28 4 2 1 35
事件・事故対応 4 4
自殺関係
ハラスメント 2 2
各種問い合わせ 102 26 2 5 135
その他 4 4

163 34 6 8 211
苦情要望

進路
修学 1 1
情緒・性格
対人関係 1 1
症状・疾患
学生生活 1 1
事件・事故対応
自殺関係
ハラスメント
各種問い合わせ
その他

1 1 1 3
その他

進路
修学
情緒・性格
対人関係 1 1
症状・疾患
学生生活
事件・事故対応 3 3
自殺関係
ハラスメント
各種問い合わせ
その他 4 1 1 6

4 5 1 10
総　計 511 99 6 41 9 666
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　ⅲ－３）総合相談窓口内訳（春日相談窓口利用状況）

学生本人 保護者・家族 友人・知人 教職員 その他 総計
相　談

進路 3 3
修学 13 9 4 26
情緒・性格 5 5
対人関係 6 2 8
症状・疾患 9 2 7 18
学生生活 2 2
事件・事故対応
自殺関係 1 1
ハラスメント 2 2
各種問い合わせ
その他

38 11 1 15 65
問い合わせ

進路 1 1 2
修学 5 5
情緒・性格 1 1
対人関係
症状・疾患
学生生活
事件・事故対応
自殺関係
ハラスメント
各種問い合わせ 14 5 19
その他

21 6 27
苦情要望

進路
修学
情緒・性格 1 1
対人関係
症状・疾患
学生生活
事件・事故対応
自殺関係
ハラスメント
各種問い合わせ
その他

1 1
その他

進路
修学
情緒・性格 1 1
対人関係
症状・疾患
学生生活
事件・事故対応
自殺関係
ハラスメント
各種問い合わせ
その他 1 1

2 2
総　計 59 17 1 18 95



－ 38 －

区　　　　分

３）精神衛生相談利用状況

　ⅰ）精神衛生相談内訳

延数 実数

283

医 療 科 学 類

体 育 専 門 学 群

芸 術 専 門 学 群

小　　　　　　　　　　　　　計

人 文 学 類 32

72比 較 文 化 学 類 12

114日本語・日本文化学類 8

97社 会 学 類 12

41国 際 総 合 学 類 15

15教 育 学 類 2

104心 理 学 類 12

72障 害 科 学 学 類 15

159生 物 学 類 21

127生 物 資 源 学 類 22

10

22

32

地 球 学 類

数 学 類

物 理 学 類

5

2

8

43化 学 類 7

57応 用 理 工 学 類 12

225工学システム学類 29

91社 会 工 学 類 8

136情 報 科 学 類 17

35情報メディア創成学類 9

131知識情報・図書館学類 18

141医 学 類 23

58看 護 学 類 9

26

39

198

2328

1

9

27

335

学

群

学

生

人
文
・
文
化
学
群
社
会
・
国
際
学
群

人
間
学
類

生
命
環
境
学
群

理
工
学
群

情
報
学
群

医
学
群

区　　　　分 延数 実数

1051修　士　（前期）　課　程 147

444博　士　（後期）　課　程 57

1495小 　 　 計 204

51研 究 生 13

19そ の 他 10

3893合 　 　 　 　 　 計 562

大
学
院
生
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器質性精神障害

F06 1
計 1

統合失調症，統合失調症型障害および
妄想性障害

副診断
F20 24 統合失調症
F21 13 84(1)
F28 1
計 38

気分障害

副診断
F31 25 42(1), 84(2), 90(1) 躁うつ病

F32 77 42(1), 60(1), 84(5), 90(2), 
98(1), G40(1) うつ病

F33 14 90(2) 反復性うつ病
F34 13 持続性気分障害
F38 8 84(2)
計 137

神経症性障害，ストレス関連障害および
身体表現性障害

副診断
F40 15 84(2) 社会不安障害など
F41 23 50(2), 84(2), 90(3) パニック障害など
F42 9 40(1), 84(2)

F43 191 13(1), 31(1), 34(1), 51(3), 60(1), 
63(1), 84(17), 90(8), G40(1) 適応障害

F44 4 60(1)
F45 7 90(1)
F48 3
計 252

生理的障害および身体的要因に関連した
行動症候群

副診断
F50 12 32(1), 41(1), 60(1), 

90(1) 摂食障害

F51 39 43(2), 84(4), 94(1) 非器質性睡眠障害
F54 2 38(1), 90(1)
計 53

成人の人格および行動の障害

F60 4 84(1)
F63 1
F64 2 43(1)
計 7

心理的発達の障害

副診断
F80 1
F84 36 21(1), 31(1), 42(1), 

43(5), 51(1), 90(6) 広汎性発達障害

計 37

小児＜児童＞期及び青年期に通常発症する
行動及び情緒の障害 

副診断
F90 19 32(2), 34(2), 38(2), 

84(2) 多動性障害

F94 2 43(1)
F98 2 33(1)
計 23

その他

てんかん 2
問題なし 12
計 14

　ⅱ）ICD-10分類による学生の診断別件数（実数）と副診断
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ⅲ
）
精
神
衛
生
相
談
利
用
者
の
年
次
推
移

 （
延
数
と
実
数
）
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1
0
2
7
4
7
2
7
0
9
2
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2
6
2
6
8
9
2
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6
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1
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9
8
1
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1
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4
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0
0
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2

5
0
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4
1
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6

3
8
9
3

3
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4
3
5
4
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2

4
0
9
4
2
0
4
1
8
3
8
2
3
9
4
3
9
7
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3

5
3
2
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3
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3
5
5
2
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6
1
9
6
1
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5
6
2

01
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0
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0
0

9
0
0

1
0
0
0

0

1
0
0
0
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0
0
0
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0
0
0
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0
0
0
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0
0
0
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0
0
0

0
1

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0
8

0
9

1
0

利 用 者 実 数 （ 人 ）

延 べ 回 数 （ 回 ）

年
度

の
べ
回
数

利
用
者
実

数

12
1
4

1
3

1
5

1
6

11
1
7
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10 .　そ 　 の 　 他

１）予防接種者

　ⅰ）Ｂ型肝炎ワクチン接種

ⅱ）インフルエンザワクチン接種

２）ＨＢｓ抗原抗体検査

対　　　　　象

理療科教員養成施設学生

職 員

48

27

48

27

計 0 0 75 0 0 75

計陰性陽性 陽性 陰性 計

ＨＢｓ抗原検査 ＨＢｓ抗体検査

計

対　　象 接 種 数

医 学 類 362

看 護 学 類 216

医 療 科 学 類 111

689

　注：Ｂ型肝炎ワクチン接種は，医学群の学生で希望者に実施した。１～３回目の延数である。

計

対　　象 接 種 数

医 学 類 247

看 護 学 類 131

医 療 科 学 類 37

415

注：インフルエンザワクチン接種は，医学群の学生で，実習上接種の必要な希望者に実施した。

注：ＨＢｓ抗原抗体検査は，理療科教員養成施設所属の職員と学生（新入生）が対象である。



－ 42 －

月

３）臨床検査実施数

血　　　液 尿 心　電　図 そ　の　他 合　　計

平成30年４月

10月

2 

13 

3 

4 

3 8 

0 4 21 

５月

11月 2 

12 

13 

8 2 22 

3 1 19 

７月

平成31年１月

６月

12月

2 

2 

2 

5 

6 

5 

27 

6 

23 2 33 

2 1 10 

6 2 37 

3 14 

８月

２月

９月

３月

合　　計

2 

3 

3 

2 

38 

4 

8 

4 

3 

95 

12 1 19 

3 2 16 

1 1 9 

3 2 10 

67 18 218 
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４）エックス線写真撮影件数及び枚数

区分

月 件数

38 2 9 10 47 12 4 1 0 0 4 1 51 13

93 2 23 39 116 41 4 0 0 0 4 0 120 41

95 9 20 29 115 38 2 0 1 2 3 2 118 40

108 6 27 41 135 47 5 0 1 1 6 1 141 48

52 5 26 45 78 50 4 0 0 0 4 0 82 50

81 7 22 35 103 42 1 0 0 0 1 0 104 42

84 9 27 36 111 45 1 0 0 0 1 0 112 45

92 4 31 47 123 51 3 0 0 0 3 0 126 51

82 5 30 51 112 56 3 0 0 0 3 0 115 56

32 6 13 16 45 22 4 0 0 0 4 0 49 22

43 2 11 17 54 19 1 0 0 0 1 0 55 19

38 5 12 19 50 24 2 0 0 0 2 0 52 24

838 62 251 385 1,089 447 34 1 2 3 36 4 1,125 451

枚数 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

合計

　　　学生定期健康診断撮影 　12,175 名

　　　職員定期健康診断撮影 　  5,667 名

一般撮影 デンタル 計 胸　部
その他 デンタル 計

合　計
学                                      生 職                                      員
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５）処方箋発行数

発　行　数

平成30年 4 月 319

5785 月

5006 月

5227 月

3548 月

3539 月

58110月

55311月

51612月

2842 月

2843 月

5,222 合　　計

平成31年 1 月 378
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合　　　計

６）外部診療機関紹介状況

科分類 内

科

学 群 生

大 学 院 生

研 究 生

学 生 合 計

職 員・ そ の 他

78 24 20 8 0 0 2 1 8 96 237 

58 3 31 9 0 5 5 6 4 57 178 

19 2 8 3 0 0 4 0 0 4 40 

155 29 59 20 0 5 11 7 12 157 455 

11 1 1 0 0 2 1 5 0 11 32 

166 30 60 20 0 7 12 12 12 168 487 

　区分

整

形

外

科

歯

科

耳

鼻

科

眼

科

婦

人

科

皮

膚

科

泌

尿

器

科

救

急

外

来

そ

の

他

合

計

注）区分のその他とは，本学校内における公開講座，合宿の参加者，見学者などである。

７）健康診断証明書等発行数

センター発行
自動証明書発行
装　 置 　発 　行

合　　計

学 　 群 　 生 819 4,977 5,796 

大 学 院 生 124 4,600 4,724 

職 　 　 　 員

研 究 生

32 

19 

32 

19 

そ の 他

合　　　計

0 

994 9,577 

0 

10,571

自動証明発行装置は，学生和文定型書式のみ。
その他は，学振・特別研究員等である。
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８）救護活動

№ 実施期間 行事等名称 救護班設置場所 利用者数

1 平成30年 
4/6 入学式 保健管理センター 2

2 5/12・13 春季スポーツデー 保健管理センター 6

3 5/17 平成30年度　春季留学フェア 保健管理センター 0

4 7/3・4 大学院推薦入学試験（7月期） 保健管理センター 0

5 7/14・15 H30年度　帰国生徒特別入試（10月入学） 
H31年度　学群編入学入学試験 保健管理センター 0

6 7月24日 大子町オープンキャンパス 保健管理センター 1

7 8/4・5・11 大学説明会 保健管理センター・                  
春日キャンパス救護室 1

8 8/21 ～ 29 （土日除く6日間） 大学院入学試験（8月期） 保健管理センター 2

9 8/28・29 ヒューマンバイオロジー学位プログラム
（HBP）　8月期入試 保健管理センター 0

10 10/1 ～ 15      （土日除く10日間）

H30年度　学群AC入試・国際科学オリ
ンピック特別入試・国際バカロレア特別
入試

保健管理センター 0

11 10/16 ～ 11/11 （土日除く20日間）大学院入学試験（10月期） 保健管理センター 0

12 11/2・3・4 学園祭 保健管理センター 4

13 11/10 ～ 11 センター試験プレテスト 保健管理センター 0

14 11/17・18 秋季スポーツデー 保健管理センター 4

15 11/29・30 推薦入試
保健管理センター /
体芸試験本部救護室
（11/29のみ）

0

16 12/3 エンパワーメント情報学入試 保健管理センター 0

15 平成31年 
1/19・20 大学入試センター試験 各入試会場救護室 26

16 1/22 ～ 23 大学院博士課程入試 
　　1月期入試 保健管理センター 0

17 2/1・4・5 大学院博士課程入試 
　　2月期入試 保健管理センター 0

18 2/25・26 個別学力検査等（前期日程） 
学群編入学試験 各入試会場救護室 3

19 3/12 個別学力検査等（後期日程） 各入試会場救護室 1

20 3/22 卒業式 保健管理センター 0

計 50
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９）救急箱貸出数

貸　出　数

平成30年 4 月 14

185 月

06 月

47 月

38 月

29 月

210月

2811月

612月

82 月

103 月

105合　　計

平成31年 1 月 10
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11 .　学 内 広 報 ・ 研 修 活 動

１）広報活動

　“STUDENTS” ―保健管理センターだより―

 No.678（平成30年4月6日発行）

  保健管理センターのご利用案内 坂本　透 　

 No.679（平成30年6月21日発行）

  不安な気持ちになったときは～巻き込まれずに付き合うコツ～ 慶野　遥香　

　『紫峰の風』―学生相談室から―

 第 8 号（平成30年4月発行）

  こんなときどうしたらいい？：学生相談機関のご案内 田附　あえか

 第 9 号（平成30年7月発行）

  学生同士の支え合い～ピア・サポートとは 田中　崇恵 

 第10号（平成30年12月発行） 

  保健管理センター改革と学生相談室 杉江　征

 第11号（平成31年2月発行）

  家族も成長する 田附　あえか
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２）研修活動

　（1）第41回自己開発のための合宿セミナー

　　 1．期　　日　　平成30年 7 月19日（木）～ 7 月20日（金） 1 泊 2 日

　　 2．場　　所　　豊里ゆかりの森（つくば市遼東）

　　 3．参加人数　　16名（学生12名，教職員 4 名）

　　 4．指導教員　　杉江征，田附あえか，田中崇恵，慶野遥香

　　 5．日 程 表

7月 19日（木） 7月 20日（金） 
7：00 起床 

8：00 朝食 

9：00 Session５ 
私の大切なもの 

10：30 Session６ 
NASAからの挑戦 

12：30 集合（学生相談室） 12:00 昼食 
ゆかりの森へ出発 

13：00 開会式・オリエンテーション 13:00 Session7 
別れの花束 13：30 Session1 自己紹介ワーク 

14：30 Session2 
フィンガーペインティング

14:30 シェアリング

15:30 閉会式・記念撮影 
16：00 チェックイン

16：15 
Session3 

Outdoor Cooking 

16:30 大学へ出発 
17:00 大学到着・解散式 

19：15 自由時間 
21：00 Session4 

全体討論会 

入浴・就寝 
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　（2）フレッシュマンセミナーへの出講

　 　総合科目Ⅰ「フレッシュマンセミナー」への出講依頼があった学類・クラスに対し，学生相談

室の教員が学生のメンタルヘルスや学内相談機関の利用の仕方などについて出講授業を行ってい

る。平成30年度の実施日時と担当者は以下の通りであった。

実施日時 担当学類・クラス 担当教員

4 月20日（金）8：45 ～ 9：25 人間学群（ 3 学類合同） 田中崇恵

5 月 2 日（水）12：15 ～ 13：30 生物学類 慶野遥香

5 月 9 日（水）12：15 ～ 13：30 工学システム学類（ 1 ～ 3 クラス） 慶野遥香

5 月11日（金）16：45 ～ 18：00 物理学類 田中崇恵

5 月16日（水）12：15~13：30 知識情報・図書館学類 田附あえか

5 月23日（水）13：45~15：00 生物資源学類 田附あえか

5 月30日（水）13：45 ～ 15：00 社会学類 杉江征

6 月 4 日（月）15：15 ～ 16：30 工学システム学類（ 4 ～ 6 クラス） 田中崇恵

6 月 4 日（月）13：45 ～ 15：00 人文学類 慶野遥香

6 月 8 日（金）15：15 ～ 16：30 芸術専門学群 田中崇恵

6 月11日（月）13：45 ～ 15：00 比較文化学類 田附あえか

6 月18日（月）13：45 ～ 15：00 日本語・日本文化学類 田附あえか

6 月29日（金）16：45 ～ 18：00 化学類 杉江征

　（3）キャンパスライフセミナー

　　第１回　アニメ心理分析入門

　　　 1．対　　象　　筑波大生

　　　 2．期　　日　　平成30年11月28日（水）13：30～17：00

　　　 3．場　　所　　大学会館 3 階第 3 会議室

　　　 4．参加人数　　23名

　　　 5．担　　当　　田中崇恵

　　　 6．内　　容　　 アニメ作品について心理学的の知識等を用い分析することを通じて，多角

的なものの見方について学んだ。また，グループワークを通じて実際にア

ニメ作品の分析・発表し，多様な意見があることを体験した。

　　第２回　自己表現力アップ講座～アサーションを使ったコミュニケーション入門～

　　　 1．対　　象　　筑波大生

　　　 2．期　　日　　平成30年12月 5 日（水）14：00～16：30

　　　 3．場　　所　　人間系学系棟B301

　　　 4．参加人数　　 8 名
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　　　 5．担　　当　　慶野遥香

　　　 6．内　　容　　 心理学の知識やスキルを用いて，アサーションを用いたコミュニケーショ

ンの講義を行った。また，実際にぺアやグループワークを通じて，実践的

な状況のもと自己表現の訓練を行った。

　（4）学群教育改革推進事業「筑波大学におけるピア・サポーター制度の導入について」の活動

　　①北海道大学高等教育推進機構への視察

　　　 1．期　　日　　平成31年 3 月 8 日（木）

　　　 2．場　　所　　北海道大学

　　　 3．担　　当　　杉江征・田中崇恵

　　　　　　　　　　　（学生生活支援室より加賀信広教授，学生生活課より葛山清光課長）

　　　 4．内　　容　　 北海道大学高等教育推進機構を訪問し，初年度教育にかかる総合教育部や

クラス担任等の情報収集を行った。またピア・サポート活動を担当してい

る教職員からも情報交換を行った。本学の新入試制度を見据え，いかに新

入生の学生支援を行っていくことができるか検討した。

　　②ぴあのわ2019（全国大学ピアサポーター合同研修会）への参加

　　　 1．対　　象　　 全国大学ピアサポーター合同研修会への参加者（筑波大学より有志の学生

が参加）

　　　 2．期　　日　　平成31年 3 月 9 （金）～ 10日（土）

　　　 3．場　　所　　北海道大学

　　　 4．参加人数　　筑波大学より10名（学生 6 名，教職員 4 名）

　　　 5．担　　当　　杉江征・田中崇恵

　　　　　　　　　　　（学生生活支援室より加賀信広教授，学生生活課より葛山清光課長）

　　　 6．内　　容　　 他大学でのピア・サポート活動の実践についての発表を聞くとともに，意

見交流を行い筑波大学での実践に活かせる知見を収集した。また，浦河べ

てるの家の方から講演をいただき，ピア・サポートなど当事者同士の支え

合いという活動の本質的な理念や精神について理解を深めた。
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医療安全教育研修

第１回　診療の安全に関する研修【医療事故防止対策―診断・治療編】

　　　　感染・医薬品・医療機器に関する研修

　 1．対　　象　　筑波大学附属病院職員等

　 2．期　　日　　平成30年12月（DVD上映複回開催）

　 3．場　　所　　保健管理センター　会議室

　 4．参加人数　　24名

　 5．担　　当　　附属病院臨床医療管理部外

　 6．内　　容　　・医療事故防止に関する基本的事項

　　　　　　　　　・医療事故防止対策　－診断・治療編―

　　　　　　　　　・院内感染対策

　　　　　　　　　・医薬品の安全使用

　　　　　　　　　・医療機器の安全使用

第２回　診療の安全に関する研修

　 1．対　　象　　筑波大学附属病院職員等

　 2．期　　日　　平成30年11月 1 日～平成31年 1 月31日

　 3．場　　所　　学内専用システムmanaba

　 4．参加人数　　24名

　 5．担　　当　　附属病院臨床医療管理部外

　 6．内　　容　　・（医療安全）医療事故防止に関する基本的事項

　　　　　　　　　・（感染管理）感染胃腸炎の対応他

　　　　　　　　　・（医 薬 品）後発医薬品の適性使用について他

　　　　　　　　　・（医療機器）医療機器に関する研修実施と実施記録提出
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際本拓未， 松野洋輔， 森島祐子， 佐藤浩昭， 坂本　透， 檜澤伸之：IL-17Fによる IL-6， IL-8産生に

対するステロイドとLABAの効果．第58回日本呼吸器学会学術講演会 （大阪）， 4月， 2018.

15. 田中 崇恵， 田附あえか， 慶野遥香， 杉江征：コミュニティモデルに基づく総合相談の実践 －A

大学における多元的相談窓口の利用実態に関する経年変化の分析－．日本学生相談学会第36回

大会 （神奈川）， 5月， 2018．

16. 川島　海， 田口真人， 増子裕典， 北岡有香， 重政理恵， 會田有香， 吉田和史， 塩澤利博， 松山政史， 

中澤健介， 小川良子， 際本拓未， 松野洋輔， 森島祐子， 坂本　透， 家城隆次， 檜澤伸之：全身性ス
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テロイド投与が著効した黄色爪症候群の1例．第229回日本呼吸器学会関東地方会 （東京）， 5月， 

2018.

17. 船山　徹， 安部哲哉， 塚西敏則， 柴尾洋介， 熊谷　洋， 伊澤成郎， 野口裕史， 三浦紘世， 長島克弥， 

國府田正雄， 山崎正志：予後不良MRI所見を有する骨粗鬆症性椎体骨折に対する初期の入院安

静による保存治療の奏効率と抵抗例の画像的特徴．第91回日本整形外科学会学術集会 （神戸）， 5

月， 2018.

18. 廣瀬　優， 長谷川直之， 山本祥之， 兵頭一之介， 溝上裕士：食道扁平上皮癌根治的手術後に発生

したリンパ節腫大に対してEUS-FNAを用いて神経内分泌癌(NEC)と診断した1例．第106回日

本消化器病学会関東支部例会 （東京）， ６月， 2018.

19. 太刀川弘和， 池田雄太郎， 高橋　晶， 高木善史， 福生泰久， 新井哲明， 渡　路子：DPATの個別対

応と決定要因に関する分析．第114回日本精神神経学会学術総会 （神戸）， 6月， 2018.

20. 高橋　晶， 太刀川弘和， 福生泰久， 高木善史， 新井哲明， 渡　路子：過去４災害のDPAT活動の分

析研究．第114回日本精神神経学会学術総会 （神戸）， 6月， 2018.

21. 田口高也， 太刀川弘和， 根本清貴， 鈴木雅之， 長野　徹， 立花隆輝， 西村雅史， 新井哲明：うつ病， 

統合失調症における希死念慮と音響特徴量との関連．第114回日本精神神経学会学術総会 （神

戸）， 6月， 2018.

22. 鈴木李理， 重政理恵， 塩澤利博， 森島祐子， 坂本　透， 石川　仁， 坂下信悟， 野口雅之， 檜澤伸之：

乙字湯による薬剤性肺障害と診断した1例．第165回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会（東京）， 

6月， 2018.

23. 金澤　潤， 増子裕典， 山田英恵， 谷田貝洋平， 北沢晴奈， 飯島弘晃， 内藤隆志， 広田朝光， 玉利真

由美， 坂本　透， 檜澤伸之：アレルギー感作関連遺伝子が成人喘息に与える影響．第67回日本ア

レルギー学会学術大会 （幕張）， ６月， 2018.

24. 中嶋真之， 川口未央， 太田恭子， 藤田純一， 松山政史， 松倉　聡， 塩澤利博， 中澤健介， 増子裕典， 

際本拓未， 松野洋輔， 森島祐子， 佐藤浩昭， 坂本　透， 檜澤伸之：気道平滑筋細胞における IL-6， 

IL-8産生に対する IL17FとLABAの増強効果．第67回日本アレルギー学会学術大会 （幕張）， ６

月， 2018.

25. 城山真美子， 田口真人， 際本拓未， 川島　海， 嶋田貴文， 重政理恵， 吉田和史， 塩澤利博， 松山政

史， 中澤健介， 増子裕典， 小川良子， 松野洋輔， 森島祐子， 坂本　透， 家城隆次， 檜澤伸之：画像

上過敏性肺炎パターンを呈したテガフール・ウラシルによる薬剤性肺炎．第230回日本呼吸器学

会関東地方会 （東京）， ７月， 2018.

26. 高屋敷明由美， 前野貴美， 高橋あすみ， 太刀川弘和：医学部2年生における自殺予防教育プログ

ラム CAMPUS導入の経験．第50回日本医学教育学会大会 （東京）， ８月， 2018.

27. 杉山雄太郎， 長谷川直之， 遠藤壮登， 石毛和紀， 福田邦明， 溝上裕士：門脈圧亢進症による胆管

空腸吻合部Angioectasiaからの出血に対してアルゴンプラズマ凝固療法が奏効した一例．第25回

日本門脈圧亢進症学会総会 （大阪）， ９月， 2018.

28. 廣瀬　優， 長谷川直之， 石毛和紀， 福田邦明， 安部井誠人， 兵頭一之介， 溝上裕士：ダブルバルー

ン内視鏡(DBE)を用いたERCPが困難であった術後再建腸管の胆道結石症に対して経皮経肝胆
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道鏡(PTCS)が有用であった2例．第54回日本胆道学会学術集会 （千葉）， 9月， 2018.

29. 山浦正道， 福田邦明， 小松義希， 廣瀬　優， 佐藤雅志， 遠藤壮登， 長谷川直之， 石毛和紀， 石黒聡

尚， 森　健作， 溝上裕士， 兵頭一之介：仮性動脈瘤胆道穿破の2症例．第54回日本胆道学会学術

集会 （千葉）， 9月， 2018.

30. 船山　徹， 安部哲哉， 辰村正紀， 野口裕史， 藤井賢吾， 三浦紘世， 江藤文彦， 長島克弥， 熊谷　洋， 

俣木健太朗， 柴尾洋介， 國府田正雄， 山崎正志：骨粗鬆症性椎骨折後偽関節に対するXLIF 

corpectomyの有用性とインプラント関連合併症の検討．第27回日本脊椎インストゥルメンテ－

ション学会 （東京）， 9月， 2018.

31. 田口真人， 中澤健介， 重政理恵， 秋山達也， 大澤　翔， 塩澤利博， 松山政史， 増子裕典， 小川良子， 

際本拓未， 松野洋輔， 森島祐子， 坂本　透， 家城隆次， 檜澤伸之， 柳下瑞希， 住田孝之， 佐藤泰樹， 

坂下信悟， 野口雅之：TAFRO症候群が強く疑われた前縦隔腫瘤， 両側胸水貯留の1例．第174回

日本結核病学会関東支部学会， 第231回日本呼吸器学会関東地方会合同学会 （東京）， ９月， 2018.

32. 太刀川弘和， 翠川晴彦， 渡邊多永子， 新井哲明， 田宮菜奈子：人口動態調査に基づく自殺の死亡

地域の検討．第42回日本自殺予防学会総会 （橿原）， ９月， 2018.

33. 翠川晴彦， 太刀川弘和， 新井哲明， 田宮菜奈子：人口動態調査に基づく自殺と外因死・不明死と

の関連性の検討．第42回日本自殺予防学会総会 （橿原）， ９月， 2018.

34. 高橋あすみ， 太刀川弘和， Adam Lebowitz， 新井哲明：項目反応理論による日本版Literacy of 

Suicide Scaleの作成．第42回日本自殺予防学会総会 （橿原）， ９月， 2018.

35. 高橋あすみ， 太刀川弘和， 石井 映美， 白鳥 裕貴， 新井 哲明：大学生を対象にした自殺予防のた

めのメンタルヘルス・リテラシー教育： eラーニング教材の開発．第56回全国保健管理研究集会

（東京）， 10月， 2018.

36. 石井映美， 太刀川弘和， 白鳥裕貴， 佐々木恵美， 新井哲明：発達障害学生における自殺関連事象

について―他疾患と比較した検討―．第56回全国大学保健管理研究集会 （東京）， 10月， 2018.

37. 佐々木恵美， 吉田富貴子， 太刀川弘和， 平山　暁：健康診断時のこころの状態スクリーニング６

年間の傾向．第56回全国保健管理研究集会 （東京）， 10月， 2018.

38. 松倉しほり， 重政理恵， 増子裕典， 田口真人， 秋山達也， 大澤　翔， 塩澤利博， 松山政史， 中澤健

介， 小川良子， 際本拓未， 松野洋輔， 森島祐子， 坂本　透， 家城隆次， 佐藤泰樹， 野口雅之， 檜澤

伸之：飼育しているインコにより鳥関連過敏性肺炎を発症した1例．第40回茨城医学界内科分

科会 （水戸）， 10月， 2018.

39. 船山　徹， 野口裕史， 熊谷　洋， 牧原武史， 井汲　彰， 伊澤成郎， 岩指　仁， 野澤大輔， 吉岡友和， 

國府田正雄， 山崎正志：配向連通β-リン酸三カルシウム人工骨の開発と骨再生材料としての有

用性．第33回日本整形外科学会基礎学術集会 （奈良）， 10月， 2018.

40. 船山　徹， 塚西敏則， 安部哲哉， 柴尾洋介， 伊澤成郎， 熊谷　洋， 野口裕史， 三浦紘世， 國府田正

雄， 山崎正志：予後不良MRI所見を有する骨粗鬆症性椎体骨折に対する初期の入院安静による

保存治療の有効性と保存治療抵抗例の特徴．第20回日本骨粗鬆症学会 （長崎）， 10月， 2018.

41. 黒木嗣子， 大島央之， 森島祐子， 秋山達也， 田口真人， 重政理恵， 松山政史， 塩澤利博， 中澤健介， 

増子裕典， 小川良子， 際本拓未， 松野洋輔， 坂本　透， 家城隆次， 檜澤伸之：出産後に発症した好
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酸球性肺炎の1例．第232回日本呼吸器学会関東地方会 （東京）， 11月， 2018.

42. 渡辺理沙， 太刀川弘和， 翠川晴彦， 白鳥裕貴， 山田典子， 妹尾栄一， 新井哲明， 堀　孝文：自殺に

関する感情・行動・認知スケール （SABCS） の検討．第67回茨城精神医学集団会 （水戸）， 11月， 

2018.

43. 諌山瑞紀， 丹下善隆， 遠藤壮登， 萩原悠也， 永渕美帆， 杉山雄太郎， 山浦正道， 水井恒夫， 小松義

希， 長谷川直之， 石毛和紀， 福田邦明， 兵頭一之介， 溝上裕士：重症膵炎後の仮性膵嚢胞感染に

対する内視鏡的ネクロゼクトミー中に門脈気腫を来した1例．第107回日本消化器病学会関東支

部例会 （東京）， 12月， 2018.

44. 田附あえか：児童養護施設における心理的支援および家族支援に関する文献研究：海外の入所

施設における研究から．日本子ども虐待防止学会第24回学術集会おかやま大会 （岡山）， 12月， 

2018.

45. 太刀川弘和， 安宅勝弘， 石井映美， 衛藤暢明， 岡本百合， 小田原俊成， 河西千秋， 梶谷康介， 川島

義高， 白鳥裕貴， 菅原大地， 髙橋あすみ， 布施泰子， 堀　正士， 丸谷俊之， 松原敏郎， 三井信幸， 

渡辺慶一郎：研究班報告：大学生の自殺予防プログラムの開発に関する予備的検討．第40回全

国大学メンタルヘルス学会総会 （岡山）， 12月， 2018.

46. 高木善史， 太刀川弘和， 高橋　晶， 福生泰久， 新井哲明， 渡　路子：DPAT活動における継続支援

事例の特性－4災害のDMHISSデータから－．第38回日本社会精神医学会 （東京）， 2月， 2019.

47. 久保こすみ， 小川良子， 重政理恵， 秋山達也， 大島央之， 矢崎　海， 塩澤利博， 松山政史， 中澤健

介， 増子裕典， 際本拓未， 松野洋輔， 森島祐子， 坂本　透， 家城隆次， 檜澤伸之， 越智寛幸， 佐藤

豊実：子宮内膜整形で診断した子宮結核の1例．第233回日本呼吸器学会関東地方会， 第175回

日本結核病学会関東支部学会 合同学会 （東京）， ２月， 2019.

48. 木村真緒， 秋山達也， 松山政史， 重政理恵， 大島央之， 矢崎　海， 塩澤利博， 中澤健介， 増子裕典， 

小川良子， 際本拓未， 松野洋輔， 森島祐子， 坂本　透， 家城隆次， 檜澤伸之：防風通聖散による薬

剤性肺障害が疑われた一例．第215回茨城県内科学会 （水戸）， 3月， 2019.

49. 兵頭健太郎， 増子裕典， 金澤　潤， 飯島弘晃， 児玉孝秀， 野村明広， 佐藤浩昭， 坂本　透， 齋藤武

文， 檜澤伸之：慢性炎症性肺疾患における増悪関連フェノタイプの検討．第1回日本アレルギー

学会関東地方会 （東京）， 3月， 2019.

50. Keisuke Kuga, Masaki Ieda, Japanese National University Council of Health Administration Facilities：

シンポジウム23 学校心臓検診の問題点と課題・金沢宣言も踏まえて「Problem of Heart Disease 

Screening in University」．第83回日本循環器学会学術集会 （横浜）， 3月， 2019.

＜講演＞

1. 太刀川　弘和：病院の自殺予防研修会．平成30年度筑波大学附属病院精神科研修会 （第1回行動

制限最小化委員会研修会） （つくば）， 5月， 2018.

2. 太刀川　弘和：地域における自殺対策の作り方．平成30年度第1回自殺対策計画策定支援研修

会 （水戸）， 5月， 2018. 

3. 太刀川弘和， 高橋　晶， 新井哲明：常総市水害こころのケア活動報告．常総市長活動報告会（水
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戸）， 6月， 2018.

4. 坂本　透：COPDの診断と治療－最近のトピックスと問題点－．呼吸器疾患懇話会 in 野田 （野

田）， 6月， 2018．

5. 坂本　透：Campus health, medical and counseling services．Health Management Seminar For International 

Students, Researchers and Their Families （つくば）， 7月， 2018．

6. 太刀川弘和：若者の自殺の予防と対策．平成30年度ゲートキーパー指導者研修会 （水戸）， 8月， 

2018.

7. 太刀川弘和：大学における自殺対策について～自殺対策を大学コミュニティの改善に活かす～．

愛知県平成30年度第1回大学生向け自殺予防啓発事業研修会 （名古屋）， 8月， 2018.

8. 太刀川弘和：大学生の自殺予防－つながりの観点から－．平成30年度群馬県内大学等メンタル

ヘルス研究会 （前橋）， 9月， 2018.

9. 大塚耕太郎， 太刀川弘和， 河西千秋， 小高真美， 張　賢徳：自殺予防ゲートキーパー研修会の作

り方．第42回日本自殺予防学会総会学会認定研修会 （橿原）， 9月， 2018.

10. 太刀川弘和：薬剤師のメンタルヘルスについて．第40回日本病院薬剤師会実務研修会 （東京）， 9

月， 2018.

11. 太刀川弘和：自殺予防の基礎知識．常総市自殺対策管理職研修 （常総）， 10月， 2018.

12. 太刀川弘和：精神科診断のためのインターネットの活用のリスク・ベネフィット シンポジウム

「精神科診断のためのヘルスリテラシーの活用」．第38回日本精神科診断学会 （川越）， 10月， 

2018.

13. 白鳥裕貴：メンタルヘルスがなぜ大事か．国土地理院メンタルヘルス講習会 （つくば）， 10月， 

2018.

14. 太刀川弘和：統合失調症と自殺について．第2回横浜メンタルヘルスフォーラム （横浜）， 11月， 

2018.

15. 船山　徹：腰椎後方除圧および椎弓根スクリュー刺入の基本手技．第13回千葉・筑波脊椎手術

手技講習会 （幕張）， 11月， 2018.

16. 船山　徹：配向連通孔構造を有する人工骨の臨床応用－脊椎疾患を中心に－．第38回整形外科

バイオマテリアル研究会 （つくば）， 12月， 2018.

17. 白鳥裕貴：自殺ハイリスク者に対する理解と支援－事例を通じて－．平成30年度常陸太田市ゲー

トキーパー実務者研修会 （常陸太田）， 2月， 2019.

18. 白鳥裕貴：発達障害に合併する精神疾患について．平成30年度茨城県発達障害かかりつけ医等

対応力向上研修会 （つくば）， 3月， 2019.

19. 石井映美， 太刀川弘和：大学生の自殺予防の現状と課題．第21回フィジカルヘルスフォーラム 

（山形）， 3月， 2019.

＜受賞＞

1. 高橋あすみ， 太刀川弘和， 石井映美， 白鳥裕貴， 新井哲明：大学生を対象にした自殺予防のため

のメンタルヘルス・リテラシー教育： eラーニング教材の開発．第55回全国保健管理研究集会 
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優秀発表賞 （東京）， 10月， 2018.

2. 船山　徹：日本骨粗鬆症学会　2018年度研究奨励賞

＜その他＞

1. 坂本　透：保健管理センターだより「保健管理センターのご利用案内」．STUDENTS つくばス

チューデンツ 687(1): 10, 2018.

2. 太刀川弘和：第41回日本自殺予防学会総会を終えて：自殺予防のこれまで・これから．心と社

会49 （1）: 52-59, 2018.

3. 太刀川弘和， 相羽誠聡：東日本大震災の被災者・避難者のこころのケアニーズ啓発事業講演会

DVD 「あれから7年こころの健康を守るために～福島から避難された皆様のための集い」．茨城

県平成29年度茨城県自殺対策モデル事業， 3月， 2018.

4. 太刀川弘和：深読みチャンネル 夏休み明け「自殺したい」子どもを守るには？ YOMIURI 

ONLINE：2018年8月27日， 2018.
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